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1.論 文(原 著,総 説 報 告 書 等)
1)松	 木 光 子:我 が 国 に お け る 看 護 診 断 の 発 達 と課 題 看 護 診
断,1(1),43-49,1996,
2)松	 木 光 子:看 護 基 礎 教 育 課 程 にお け る 「基 礎 看 護 学 」 の 位
置 づ け,QualityNursing,2(4),4-5,1996.
3)松 木 光 子:「 基 礎 看 護 学 」 の構 成 と理 念QualityNursin島2 
(4),6-12,1996.

4)松 木 光 子:「 看 護 学 概 論 」 の 授 業 計 画 と そ の ポ イ ン ト, 
QualityNursing,2(4),13‐16.1996.

5)松	 木 光 子:看 護 に お け る批 判 的 思 考 能 力 の 重 要 性,Quality 
Nursing,2(9),4‐7,1996.
6)大	 谷 英 子,松 木 光 子,他:が ん患 者 のQualityofLife(QOL)
と臨 床 看 護 の 方 向 性,が ん 看 護,1(1),16-22,1996.
7)小 笠 原 知 枝,久 米 弥 寿 子,田 中 結 華,阿 曽 洋 子,大 野 ゆ う子,
松 木 光 子:基 礎 看 護 学 教 育 に お け る 臨 床 場 面 へ の 早 期 暴 露
と グ ル ー プ ワ ー ク を 関 連 づ け る こ と に よ る学 習 効 果,大 阪
大 学 看 護 学 雑 誌,2(1),23-28,1996.
8)小	 笠 原 知 枝:人 間 関 係 技 術 の 授 業 計 画 と指 導,Quality 
Nursing,2(4),24‐27,1996.
9)小 笠 原 知 枝,久 米 弥 寿 子:「 看 護 過 程 」 の教 授 計 画 と指 導 
QualityNursing,2(4),18‐22,1996.
10)小 笠 原 知 枝,久 米 弥 寿 子,辻 聡 子,田 中結 華:デ ー タ収 集 と
批 判 的 思 考 能 力 の ト レー ニ ン グ,QualityNursing,2(9), 
19-25,1996.
11)牛 込 三 和 子,大 野 ゆ う子 他:難 病 患 者 の 療 養 実 態 の 数 量 的
把 握 に 関 す る 研 究,特 殊 疾 病(難 病)に 関 す る 報 告 書, 
192-221,1996.
12)阿 曽 洋 子:在 宅 寝 た き り老 人 の 自立 意 欲 に関 連 す る要 因 に
つ い て の 分 析 ,大 阪大 学 医 学 雑 誌,48(1),55-61,1996.
13)池 内佳 子,中 野 智津 子,阿 曽洋 子 他4名:職 場 適 応 に関 す る
縦 断 的 研 究(第5報)一 本 学 卒 業 生 の 卒 後1年 間 にお け る
看 護 の 姿 勢 の 変化(他 の 教 育 機 関 の 卒 業 生 と の比 較)一,神
戸市 立 看 護 短期 大 学 紀要,15,1-17,1996.
14)阿 曽 洋 子:「 生 活 援 助 技 術 」 「治 療 関連 技 術 」の 授 業 計 画 と
指 導,QualityNursing.2(4),28-35,1996.
15)阿 曽 洋 子,田 中 結 華,久 米 弥 寿 子:基 礎 看 護 学 実 習 そ の1,
大 阪 大 学 の 場 合,QualityNursing.2(4),41-53,1996.
16)阿 曽洋 子:褥 瘡 の 発 生 過 程:生 理 学 的 側 面 か ら,看 護技 術, 
42(1),6-9,1996.
17)阿 曽洋 子:褥 瘡 の 発 生 と治 癒 の メ カ ニ ズ ム,月 刊 ナ ー シ ン
グ,16(9),1996.
18)阿 曽 洋 子:寝 た き りが 身体 面 ・精 神 面 に 与 え る影 響,看 護
技 術42(13),10-14,1996.
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2.単 行本(著 書,翻 訳本)
1)松	木光子(稲 本一夫,早 川和生編):看 護とは,医 用放射線
科学講座3,臨 床医学,医 歯薬出版,95-98,1996.
2)松	木光子(稲 本一夫,折 田義正編):看 護制度 と看護業務,
医用放射線科学講座3,臨 床科学,医 歯薬出版,113-118, 
1996.
3)松	木光子監修:大 阪看護学臨地実習研究会編 看護学臨地
実習ハ ン ドブック 基礎的考 え方 とすすめ方,金 芳堂, 
1996.
4)松	木光子監修:看 護学生のための専門科目自己学習,i.基
礎看護学,金 芳堂,1996.
5)松	木光子監修:看 護学生のための専門科目自己学習,2.成
人看護学,金 芳堂,1996.
6)松	木光子監修:看 護学生のための専門科目自己学習,3.老
人看護学,金 芳堂,1996,
7)松	木光子監修:看 護学生のための専門科 目自己学習,4.小
児看護学,金 芳堂,1996.
8)松	木光子監修:看 護学生のための専門科 目自己学習,5.母
性看護学,金 芳堂,1996.
9)小	笠原知枝:看 護学の基本構造 と教育 ・研究(稲 本一夫,
折田義正編;臨 床医学),124-129,医 歯薬出版,1996.
10)阿 曽洋子(稲 本一夫,折 田義正編):看 護の機能と役割,医
用放射線科学講座3,臨 床医学,医 歯薬出版,104-113, 
1996.
3.学 会 発 表(抄 録,Proceeadings) 
1)M.MatsukiClassifficationofNursingDiagnoses
 
ProceedingsofthellthConference,C-NAHLInformation
 
Systems,313-316,275-276,1996.
 
2)E.Otani,M.Matsuki,Y.Yamamoto,Y.Kume,Y.Kido
 
Studiesonqualityoflife(QOL)ofpatientswhounder-
wentesophagectomyforesophasealcancer(1)Subjec-
tivesymptoms,9thInternationalConferenceonCancer
 
Nursing,1996.
 
3)Y.Yamamoto,M.Matsuki,E.Otani,Y.Kume,Y.Kido
 
Studiesonqualityoflife(QOL)ofpatientswhounder-
wentesophagectomyforesophasealcancer(2)Dietary
 
behaviours,9thInternationalConferenceonCancer
 
Nursing,1996.
 
4)Y.Kume,M.Matsuki,E.Otani,Y.Yamamoto,Y.Kido
 
studiesonqualityoflife(QOL)ofpatientswhounder-
wentesophagectomyforesophasealcancer(3)Psycho-
socialphase,9thInternationalConferenceonCancer
 
Nursing.1996.

5)大 谷 英 子,松 木 光 子,小 笠 原 知 枝,江 川 隆 子,大 野 ゆ う 子:
NANDA診 断 カ テ ゴ リ ー の 使 用 頻 度 と 重 要 性 に 関 す る 調 査,
第16回 日 本 看 護 科 学 会,1996,
6)江 川 隆 子,松 木 光 子,大 谷 英 子,小 笠 原 知 枝,大 野 ゆ う 子:
大阪大学看護学雑誌Vo1.3No.1(1997)
NANDA診 断カテゴリーの適切性の評価,第16回 日本看護
科学会,1996.
7)小	笠原知枝,久 米弥寿子,田 中結華,阿 曽洋子,松 木光子:基
礎看護教育における臨床の看護ケアと関連づけた指導法の
検討(そ の2)一 生活援助技術領域の指導法,第16回 日本
看護科学会,1996.
8)田	中結華,小 笠原知枝,久 米弥寿子,阿 曽洋子,松 木光子:基
礎看護教育における臨床の看護ケアと関連づけた指導法の
検討(そ の1)一 生活援助技術領域の指導法,第16回 日本
看護科学会,1996.
9)阿	曽洋子,藤 田恵子,高 鳥毛敏雄,多 田羅浩三:在 宅寝たき
り老人の自立意欲の1年 間の維持に関する分析,第55回 日
本公衆衛生学会,1996.
10)阿 曽洋子,氏 家幸子:要 介護老人に対する看護婦の生活動
作能力評価に関する研究,第16回 日本看護科学学会,1996.
11)池 内佳子,中 野智津子,阿 曽洋子,吉 田正子:職 場適応に関
する縦断的研究 一看護に対する姿勢が関連する看護実践内
容の分析 一,第16回 日本看護科学学会,1996.
12)田 中結華,上 原 ます子他:看 護の質的な継続のための在宅
療養に向けた退院指導の実施状況 と問題点,平 成7年 度近
畿地区看護研究学会,1996,
13)久	米弥寿子:一 般青壮年層の癌告知に対する態度とそれに
関連する要因一企業就労者における分析 一,第16回 日本看
護科学学会,1996.
4.研 究助成
1)平	成8年 度文部省科学研究費(基 礎B),松 木光子(代 表),
小笠原知枝 江川隆子,大 野ゆう子,城 戸良弘他:看 護情報
システムのための看護診断の標準化と評価用具のソフ ト開
発.
2)平 成7年 度文部省科学研究費(一 般C),小 笠原知枝,松 木
光子,阿 曽洋子,田 中結華,久 米弥寿子他:看 護学における
看護技術の指導法に関する研究
3)大 阪ガスグループ福祉財団研究 ・調査助成金,阿 曽洋子,多
田羅浩三,趙 林,浅 井正雄:在 宅寝たきり老人の13年 間の推
移からみた老人の医療と介護状況の実態
母性小児看護学講座
1.論 文(原 著,総 説,報 告書等)
1)堀	井理司,野 々山未希子:感 染看護,千 葉看護学会会誌1 
(1),19-20,1996
2)原	田徳蔵:小 児の臨床検査 一zinc一 小児科診療増刊号, 
121-122,1996.
3)原	田徳蔵:小 児 ・若年者をとりまくス トレスと疾患,臨 床
と薬物治療,15,542-545,1996.
4)澤	田 敦,田 尻 仁,古 座岩宏輔,多 田香苗,恵 谷ゆり,尾 崎
由和,三 木和典,原 田徳蔵,岡 田伸太郎:小 児B型 慢性肝炎
に対するインターフェロン療法の成績,日 本小児科学会雑
誌,100(9),1504-1507,1996.
5)原	 田 徳 蔵:体 重 増 加 不 良,小 児 内 科,28(10),1328-1331, 
1996.
6)高	 木 洋 治,岡 田 正:在 宅 経 静 脈 栄 養 療 法 と そ の 管 理,
MedicalPractice,13(臨),145-154,1996.
7)高	 木 洋 治,田 中 清 美:亜 鉛 製 剤,栄 養 評 価 と 治 療,13(2), 
209-212,1996.
8)高	 木 洋 治,岡 田 正,根 津 理 一 郎,山 東 勤 弥,和 佐 勝 史,飯 干 泰
彦,桜 井 康 介:長 期 静 脈 栄 養 例 で の 微 量 元 素 異 常,小 児 外 科, 
28(10),1206-1215.1996.
9)高 木 洋 治,岡 田 正:小 児 在 宅 栄 養 輸 液 の ガ イ ド ラ イ ン,小 児
科,37(8),925-931,1996.
10)高 木 洋 治,岡 田 正:短 腸 症 候 群,臨 床 消 化 器 内 科,11(4), 
495-502,1996.
11)高 木 洋 治,岡 田 正:経 腸 栄 養 の 適 応 と 禁 忌,総 合 医 療,45 
(10),2441-2442,1996. 
12)IibosiY,NezuR,CuiL,ChenK,KhanJ,YosidaH,Sando
 
K,KamataS,TakagiY.OkadaA:Adhesivemucousgel
 
layerandmucusreleaseasintestinalbarrierinrats.
 
JPEN,20(2).98-104,1996.
 
13)IibosiY,NezuR,KhanJ,ChenK,CuiL,YosidaH,Wasa
 
M,FukuzawaM,KamataS,TakagiY,OkadaA
 
Developmentalchangesindistributionofthemucousgel
 
layerandintestinalpermeabilityinratsmallintestine.
 
JPEN,20(6),406-411,1996.
 
14)ChenK,NezuR,TakagiY,SandoK,IibosiY,YosidaH,
 
KamataS,OkadaA:Growthhormoneacceleratesheal-
ingofindomethacin-inducedintestinaluncerinrats.
 
JPEN,20(1),S19,1996.
 
15)ChenK,NezuR,SandoK,HagueM,libosiY,Masunari
 
A,YosidaH,KamataS,TakagiY,OkadaA:Influenceof
 
glutaminesupplementedparenteralnutritiononintestinal
 
aminoacidmetabolisminratsaftersmallbowelresection.
 
Surg.Today,26,618‐623,1996.
 
16)CuiL,TakagiY,NezuR,IibosiY,YosidaH,SandoK,
 
OkadaA:Prolongedzine-deficientdietaltersalkaline
 
phosphataseanddisaccharidaseactivitiesandinduses
 
morphologicalchangesintheintestineofrats.Thejour-
naloftraceelementsinexperimentalmedicine,(8),
 
249-261,1996.
 
.17)HaqueM,OkadaA,ChenK,UsuiN,IibosiY,OkuyalaH,
 
MasunariA,CuiL,NezuR,TakagiY:Alanyl-glutamine
 
dipeptide-supplementedparenteralnutritionimproves
 
intestinalmetabolismandpreventsincreasedpermeabifi-
tyinrats.Annalsofsurgery,223(3),334‐341,1996.
 
18)HaqueM,OkadaA,UsuiN.IibosiY,OkuyalaH,
 
MasunariA,ChenK,NezuR,TakagiY:Quantificationof
 
intestinalbloodflowbyultrasonictransittimeflowmetry
 
infedandendotoxaemicrats,EurJ,Sur,162,561‐565,
 
1996.
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19)吉 田洋,高 木洋治,飯 干泰彦,和 佐勝史,根 津理一郎,岡 田
正:在 宅中心静脈栄養の場合の静脈確保 とその管理,小 児
外科,28(8),974-97&1996.
20)垣 田晴樹,和 佐勝史,飯 干泰彦,吉 田洋,鎌 田振吉,高 木洋治,
岡田正:小 児造血幹細胞移植症例における血アミノ酸値の
検討,栄 養評価と治療,13(4),409-412,1996.
21)田 中清美,高 木洋治,増 成彰,小 林秀之,吉 田洋,飯 干泰彦,山
東勤弥,和 佐勝史,根 津理一郎,岡 田正,鈴 木芳郎:在 宅静脈
栄養法における調製輸液の安定性 に関する検討,栄 養評価
と治療,13(2),80-84,1996.
22)中 嶋有加里,山 地建二,藤 岡千秋:妊 産婦の家族形態に関連
する諸要因一核家族 と直系家族の比較 一,大 阪大学看護学
雑誌,2(1),10-16,1996./
23)中 嶋有加里,山 地建二,藤 岡千秋:乳 児 をもつ両親の保健行
動に関する研究,日 本健康教育学会誌4,111,1996.
24)中 嶋有加里 中村紀彦,小 山田浩子,山 地建二,細 野剛良,藤
岡千秋:妊 娠中から産後にかけての保健行動の変化 一大阪
府 にお ける調査 一,大 阪母性衛生学会雑誌,32,26-29, 
1996.
25)中 嶋有加里,小 山田浩子,山 地建二,細 野剛良,羽 座典子,河
野正規 藤岡千秋:妊 娠中か ら産後にかけての保健行動の
変化 一小豆島における追跡調査 一,大 阪母性衛生学会雑誌, 
32,30-33,1996.
26)中 嶋有加里,石 橋真理子,小 松真樹子,小 山田浩子,山 地建二,
細野剛良,羽 座典子,河 野正規 藤岡千秋:独 身男性 と乳児
の父親の保健行動の比較,大 阪母性衛生学会雑誌,32,122-
125.1996.
27)中 嶋有加里,小 松真樹子,石 橋真理子,小 山田浩子,山 地建二,
細野剛良,羽 座典子,河 野正規,藤 岡千秋:独 身女性と乳児
の母親の保健行動の比較,大 阪母性衛生学会雑誌,32,126-
129,1996.
28)関 得一郎,山 地建二,折 田義正,篠 田晶子,古 川一郎:カ ラム
スイッチ ング液体クロマ トグラフィーによる尿酸とクレア
チニンの同時測定,生物試料分析,19(4),237-245,1996.
29)小 山田浩子,中 嶋有加里,山 地建二,鈴 木敦子,原 口範子,米
田美幸保 大迫靖子,西 崎孝道:思 春期外来における栄養調
査 と援助に関する研究一骨粗鬆症予防の看護一,大 阪母性
衛生学会雑誌32,145-148.1996.
30)浅 見恵利子,大 島和枝,長 濱博子,大 西玲子,張 浩子,小 山田
浩子,小 早川和子:産 褥ケア事業に関する意識調査 一大阪
府下の母親を対象に一,大 阪母性衛生学会雑誌,32,102-
106.1996.
31)小 山田浩子,鈴 木敦子,山 地建二,原 口範子:思 春期の骨粗
鬆症予防と保健行動,OsteoporosisJapan,4(3),90-94. 
1996.
32)小 山田浩子,山 地建二,鈴 木敦子,原 口範子,米 田美幸保,萬
本明子,西 崎孝道:思 春期外来における骨粗鬆症予防の視
点からの援助,思 春期学,14(3),303-308,1996. 
33)Seki,T.,Yamaji,K.,Orita,Y.,Moriguchi,S.,Shinoda,H.
 
Simultaneousdeterminationofuricacidandcreatininein
 
biologicalfluidsbycolumn-switchingliquidchromatogra-
phywithultravioletdetection.Journalofchromatography 
A,730,139-145,1996.
34)鈴 木 敦 子:子 ど もの 虐 待 とケ ア の 方 向,大 阪 大 学 看 護 学 雑
誌,2(1),2-9,1996.
35)小 林 美 智 子,納 谷保 子,鈴 木 敦 子 他:ハ イ リス ク児 に対 す る
虐 待 発 生 予 防 の 地 域 シ ス テ ム に お け る保 健 婦 の役 割,厚 生
省 心 身 障害 児 研 究 報 告 書,42-54,1996.
36)鈴 木 敦 子:「 看 護 診 断 」 に 必 要 な 批 判 的 思 考 能 力 の 育 成, 
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4)福 益 博,小 山 田 浩 子:糖 尿 病 患 者 の 妊 娠 ・出 産 に 際 し て の
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トレスの認知,コ ーピング及びコーピングの結果の関係,第
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木和典,岡 田伸太郎,原 田徳蔵,金 崎巧,尾 崎由租 迫正廣:
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期成績,第23回 日本小児栄養消化器病学会,1996.
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第23回 日本小児栄養消化器病学会,1996.
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内感染の経時的観察,第23回 日本小児栄養消化器病学会, 
1996.
16)多 田香苗,三 木和典,原 田徳蔵,恵 谷ゆり,沢田敦,田 尻仁,長
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応 に 関す る縦 断的 研 究 を通 して 一,が ん看 護,1(1),16-22, 
1996.
54)大 谷 英 子:批 判 的 思 考 育 成 の た め の 臨床 実習 指 導 の 実 際 例,
QualityNursing,2(ユ0),35-50,1996.
2.単 行 本(著 書,翻 訳本)
1)山	 崎 美 恵子,中 野 綾 美,高 橋 章 子,他:明 解 看 護 学 双書,基 礎
看 護 学II,61-110.金 芳 堂,1996.
2)藤	 井 千 穂 高 橋 章 子,寒 河 江 英 子,柳 生 啓 子,他:新 版 エ マ ー
ジ ェ ン シー ナ ー シ ン グ,メ デ ィ カ出 版,2-9,1996.
3)荻	 野 敏:喘 息 と鼻 茸,メ デ ィ カ ル用 語 ラ イ ブ ラ リ ー 『ア
レル ギ ー 』,(編 著:羅 智 靖,太 田 進 河 野 陽 一,古 江 増 隆),
158-159.羊 土 社.1996.
4)荻 野 敏:65.ア ス ピ リ ン喘 息 と 鼻 茸 の 関 係,耳 鼻 咽 喉
科 ・頭 頚 部 外 科 ク リニ カ ル トレ ン ド,(編 集:野 村 恭 也,本
庄 巖,平 出 文 久),148,中 山書 店,1996.
5)荻 野 敏:66.ア レ ル ギ ー 性 鼻 炎 の 最 近 の 傾 向,耳 鼻 咽 喉
科 ・頭 頚 部 外 科 ク リ ニ カ ル トレ ン ド,(編 集:野 村 恭 也,本
庄 巌,平 出文 久),149-151,中 山書 店,1996.
6)荻 野 敏:ス ギ 花 粉 症 の 低 年 齢 化 ・高 年 齢 化,耳 鼻 咽 喉 科
診 療Q&A,追 録 第23号,605・3-9-10-605-3-9-11,六 法 出版 社, 
1996.
7)荻	 野 敏:ア レル ギ ー疾 患Q&A,(宮 本 昭 正:監 修),189-
191,医 薬 ジ ャ ーナ ル社,1996.
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8)荻	 野 敏:反 復 性 多 発 性 軟 骨 炎,図 説 耳 鼻 咽 喉 科NEW
APPROACH4(総 編 集:神 崎 仁),,耳 鼻 咽 喉 科 疾 患 へ の 免
疫 学 的 ア プ ロー チ(編 集:茂 木 五 郎),151-155,メ ジ カ ル
ビ ュー 社,1996.
9)江 川 隆 子 編 著:事 例 で 学 ぶ 看 護 過 程,照 林 社,1996,
10)江 川 隆 子:看 護 の 変 遷(稲 本 一 夫,折 田 義 正 編),98-104,
医 薬 歯 出版,1996.
11)小 野 幸 子,江 川 隆 子:事 例 で 学 ぶ 看 護 診 断
12)江 川 隆 子,小 田 正 枝,松 田 た み子 訳:看 護 診 断 入 門1.理 論
編NursingProcess-ApplicationofConceptualModels,

廣 川 書 店,277-289,1996.

13)江 川 隆子,小 田 正 枝,松 田 た み子 訳:看 護 診 断 入 門2.実 践
NursingProcess-ApplicationofConceptualModels,廣川
書 店,481,1996.
3.学 会発表(抄 録,Proceedings)
1)高	橋章子,寺 師栄,木 村直子,他:阪 神 ・淡路大震災におけ
る看護行動の調査,第24回 日本救急医学会,1996.
2)寺 師栄,高 橋章子,木 村直子,他:阪 神淡路大震災における
被災地看護婦の職場環境 とス トレス,第24回 日本救急医学
会,1996.
3)前	本由紀,京 極多歌子,刀 谷峰子,寺 師栄,高 橋章子:フ ィリ
ッピン,日 本における災害看護教育の現状 第24回 日本救急
医学会,1996.
4)長	尾貴代治,寺 師栄,高 橋章子,木 村直子,他:阪 神 ・淡路大
震災における精神保健調査,第24回 日本救急医学会,1996.
5)高	橋章子:看 護婦による効果的な トリアージ,第3回 アジ
ア太平洋救急災害医学会,1996.
6)高	橋章子:救 助システムの開発における看護婦の役割,第
3回 アジア太平洋救急災害医学会,1996.
7)荻 野 敏:特 別講演 『鼻アレルギー,副 鼻腔炎の薬物療
法一特に薬剤の副作用,相 互作用について』,第2回 宮城県
耳鼻科 ・皮膚科 ・小児科免疫アレルギー懇話会,1996,
8)荻	野 敏:特 別講演 『耳鼻咽喉科か らみたアスピリン喘
息』,第38回 臨床アレルギー研究会,1996.
9)荻	野 敏:通 年性アレルギー性鼻炎に対するテルフェナジ
ンの効果 一血清ECPと の関係,第8回 日本アレルギー学会
春季臨床大会,1996.
10)荻 野 敏:ア スピリン喘息に伴 う鼻茸に対するプランルカ
ス ト(オ ノン)の 効果,第36回 日本アスピリン喘息研究会, 
1996.
11)栗 原宏子,江 川隆子,他:末 梢血行障害を有する糖尿病患者
における動脈硬化指標の検討,第39回 日本糖尿病学会年次
学術集会,1996.
12)栗 原宏子,江 川隆子,他:末 梢血行障害を有する糖尿病患者
における動脈硬化危険因子の検討,第10回 糖尿病合併症研
究会,1996.
13)江 川隆子:患 者教育実施側か らの問題点,第2回 日本糖尿
病眼学会,大 阪,1996.
14)江 川隆子,松 木光子,大 谷英子,小 笠原知枝,大 野ゆう子:
NANDA看 護 診 断 カ テ ゴ リ ー の 適切 性 の 評 価,第16回 日本
看 護 科 学 学 会,1996.
15)大 谷 英 子,松 木 光 子,小 笠 原 知 枝,江 川 隆 子,大 野 ゆ う子:
NANDA看 護 診 断 カ テ ゴ リ ー の使 用 頻 度 と重 要 性 に 関 す る
調 査,第16回 日本 看 護 科 学学 会,1996.
16)丸 橋 佐 和 子,柳 井 勉:Assessingtheeffectsofcaringfor 
middle-agedandelderlypatientswhohaverecentlybeen 
dischargedfromaspecializedcarefacilityonthephisical 
andmentalhealthofcare-givingfamilymember,The 
ThirdInternationalConferenceofHealthBehavioral 
Science,Octorber.1996.
17)丸 橋 佐 和 子:特 定 機 能 病 院 を退 院 した 中高 年 齢 患 者 の 心 身
の状 態 と影響 要 因,第16回 日本 看 護 科 学 学 会,1996.
18)河 口 て る子,寺 沢 明 子:看 護 婦 の た め の患 者 教 育 研 修 の 効
果,日 本 健 康 教 育 学 会 第5回 大 会,東 京 大 学 山上 会館,1996.
19)河 口 て る子:在 宅 看 護 に お け る患 者 ・家 族 主 体 化 の 可 能
性 一病 院 お よび 在 宅 看 護 の 現 状 と患 者 ・家 族 の 意 思 決 定
へ の援 助 一,日 本 保 健 医 療 社 会 学 会 第22回 大 会,1996,
20)河 口 て る子:糖 尿 病 患 者 教 育 の 現 状 と問 題 点,日 本 糖 尿 病
教 育 ・看 護 学 会 第1回 大 会,1996.
21)鳥 居 美 帆,河 口 て る子:糖 尿 病 患 者 の 認 知 に お け る食 事 療
法 実 践 分類 と タ イ プ 別 患 者 教 育 の検 討,日 本 糖 尿 病 学 会 第
39回 大 会,ア ク ロス 福 岡,1996.
22)麻 川 み ど り,河 口 て る 子:看 護 婦 の 患 者 家 族 へ の 援 助,日 本
看 護 学 会 第27回 大 会 看 護 管 理 分 科 会,長 崎,1996.
23)澤 田恭 子,河 口 て る 子:成 人 ア トピ ー 性 皮 膚 炎 患 者 の 治 療
に関 わ る心 理 一患 者 の 持 つ 悩 み ・不 安 ・疑 問 か ら の 分析 一,
日本 健 康 教 育 学 会 第5回 大 会,東 京 大 学 山上 会 館,1996。
24)土 橋 佐 智 子,河 口 て る子:脳 卒 中 患 者 の 障 害 受 容 過 程 一障
害 受 容 過 程 に お け る"あ き らめ"の 意 味 一,日 本 健 康 教 育
学 会 第5回 大 会,東 京 大 学 山 上 会 館1996. 
25)EikoOtani,MitsukoMatsuki,YukoYamamoto,Yasyko 
Kume,YoshihiroKido,IkukoMitani,TisatoYanagawa,
 
RyoukoShimizu,AtsuoMurata,HitoshiShiozaki,Morino
 
Monden:StudiesonQualityofLife(QOL)ofPatients
 
whoUnderwentOesophagectomyforoesophagealcancer
 
(1)Subjectivesymptoms,9thInternationalconference
 
onCancerNursing,122,1996.
 
26)YukoYamamoto,MitsukoMatsuki,EikoOtani,Yasuko
 
Kume,IkukoMitani,TisatoYanagawa,RyoukoShimizu,
 
AtuoMurata,HitoshiShiozaki,MoritoMonden,Yoshihiro
 
Kido:Studiesonqualityoflife(QOL)ofpatientswho
 
underwentesophagectomyforesophagealcancer(2)
 
Dietarybehaviors.9thInternationalConferenceon
 
CancerNursingProceedings.122‐123,1996.
 
27)YasukoKume,MitsukoMatsuki.EikoOtani,Yuko
 
Yamamoto,IkukoMitani,TisatoYanagawa,Ryouko
 
Shimizu,AtuoMurata.HitoshiShiozaki,MoritoMonden,
 
YoshihiroKido:Studiesonqualityoflife(QOL)of
 
patientswhounderwentesophagectomyforesophageal
 
.:
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cancer(3)Psychosocialphase,9thInternational
 
ConferenceonCancerNursingProceedings,123,1996.

28)伊 達 久 美 子:在 宅 ケ ア導 入 期 に お け る家 族 介 護 者 が訪 問 看
護 婦 に抱 く期 待 と信 頼,日 本 家 族 看 護 学 会 第3回 学 術 集 会
抄 録16,1996.
4.研 究助成
1)平	成8年 度文部省科学研究費(一 般B(継 続))松 木光子
(代表),小 笠原知枝,江 川隆子,大 野ゆう子,城 戸良弘,大 谷
英子,山 本裕子:看 護情報システム構築のための看護診断
の標準化と評価用具のソフ ト開発.
2)平 成8年 度文部省科学研究(基 盤C),江 川隆子(代 表),丸
橋佐和子,大 谷英子,山 本裕子,花 房俊昭,糖 尿病性動脈硬化
症における新 しい看護診断の指標と看護援助の確立.
3)平	成8年 度文部省科学研究員(基 盤研究A1),川 田智恵子
(代表),山 崎喜比古,吉 田亨,田 村誠 河口てる子,武 田文,江
川緑,保 健医療福祉領域での生活に関わる実用的スケール
の考案 ・開発 と方法の理論化.
4)平	成8年 度文部省科学研究員(奨 励研究A),大 谷英子:食
道癌術后患者のQOLに 関する検討.
地域看護学講座
1.論 文(原 著,総 説,報 告 書 等)
1)早	 川 和 生:看 護 職 独 自の 活 動 と は何 か,看 護,48(5),50-
54,1996.

2)早	 川 和 生:看 護 と介 護 の専 門性 と連 携,看 護,48(5),7-
18.1996.

3)早 川 和 生,清 水 忠 彦,他:双 子 老 人 の生 活 環 境 の比 較 か らみ
た 精 神 老 化 ・痴 呆 の危 険 因子 の 研 究:成 人 双 生 児2,500組
の 追 跡 健 康 調 査,大 和 証 券 ヘ ル ス 財 団 研 究 業 績 集,20巻, 
114-120,1996.

4)早 川 和 生,南 裕 子,羽 山 由美 子:「 看 護基 礎 教 育 に お け る 看
護 理 論,看 護 診 断 の 学 習 を め ぐっ て 」,日 本 看 護 学 教 育 学 会
雑 誌,6(3),125-135,1996.
5)早	 川 和 生:専 門 看 護 師 の 養 成 に 向 け て,大 阪 大 学 看 護 学 雑
誌,2(1),1,1996.
6)早	 川 和 生:多 胎 児 を産 み 育 て る家 庭 へ の 支 援 シ ス テ ム と フ
ァ ミ リ ー ケ ア,大 阪 府 立 母 子 保 健 総 合 医療 セ ン ター雑 誌,12 
(1),8-13,1996.

7)早 川 和 生,他:開 か れ た 看 護 教 育 と な る た め の 転 部 ・編 入
学 を考 え る,看 護 教 育,37(9),696-702,1996.
8)早	 川 和 生,清 水 忠 彦,横 山 美 江:多 胎 家 庭 に お け る ソ ー シ ャ
ル サ ポ ー トの ニ ー ズ に関 す る 実 態 調 査,厚 生 省 心 身 障 害 研
究 「多 胎 妊 娠 の 管理 及 び ケ ア に関 す る研 究 班」 研 究 報 告 書, 
201-204.1996. 
9)HayakawaA,K.:Editor'sNote,NewsfromJANS,vol.6,5, 
1996.
10)早 川 和 生,清 水 忠 彦:双 子 老 人 の 生 活 環 境 の比 較 か ら み た
精 神 老 化 痴 呆 の 危 険 因 子 の研 究,難 波 照 男 記 念 健 康 づ く り
研 究 所研 究 論 文 集,11-15,1996.
11)早 川 和 生:多 胎 児 の フ ァ ミ リー ケ ア及 び家 族 支 援 シ ス テ ム
に関 す る開 拓 的研 究,三 菱 財 団 報 告 書,360-361,1996. 
12)MasuoK,MikamiH,OgiharaTandTuckML.:Changes
 
infrequencyoforthostatichypotensioninelderlyhyper-
tensivepatientsundermedications,AmericanJournalof
 
Hypertension9:263-268,1996.
 
13)MasuoK,MikamiH.OgiharaTandTuckML.
 
Mechanismsmediatingpostprandialbloodpressure
 
reductioninyoungandelderlysubjects.American
 
JournalofHypertension9:536-544,1996.
 
14)MasuoK,MikamiH,OgiharaTandTuckML.:Do
 
reducedinsulinsensitivityanddyslipidemiaexistinbor-
derlinehypertensivepatients?,AmericanJournalof
 
Hypertension9:566-569,1996.
 
15)YoY,NaganoM,MoriguchiA,NakamuraF,Kobayashi
 
R,OkudaN,KamitaniA,NakamuraY,KamideK,
 
FujisawaT,HigakiJ,MikamiHandOgiaraT.
 
Predominanceofnocturnalsympatheticnervousactivity
 
insalt-sensitivenormotensivesubjects,AmericanJournal
 
ofHypertension9:726-731,1996.
 
16)MasuoK,MikamiH,OgiharaTandTuckML.
 
Differencesininsulinandsympatheticresponsestoglu-
coseingestionduetofamilyhistoryofhypertension,
 
AmericanJournalofHypertension9:739-745.1996.
 
17)IiyamaK,NaganoM,YoY,NaganoN,KamideK,Higaki
 
J,MikamiHandOgiharaT.:Impairedendothelialfunc-
tionwithessentialhypertensionassessedbyultrasonog-
raphy,AmericanHeartJournal132:779-782,1996.

18)中 村 成 史,守 口 篤,森 下 竜 一,姚 香 景,中 野 信 明,山 田和 生,三
上 洋,桧 垣 實 男,荻 原 俊 男,中 村 敏 一:高 血 圧 の 合 併 症 進 展
に お け る 血 清 肝 細 胞 増 殖 因 子(HGF)測 定 の 意 義 と検 討, 
TherapeuticResearch,17:2583‐2586,1996.
19)荻 原 俊 男,中 川 雅 夫,土 肥 和 紘 石 川,三 上 洋,松 本 正 幸,淡 田
修 久,奥 田聖 介,金 内雅 夫,武 田和 夫,橋 本 俊 雄,波 多 丈,桧 垣
實 男,東 森 浩 一,古 川 啓 三,八 谷 孝,熊 原 雄 一:本 態 性 高 血 圧
症 患 者 に お け るCa拮 抗 薬,塩 酸 バ ル ニ ジ ピ ン とACE阻 害
薬 のQualityofLifeに 及 ぼ す 影 響 の 比 較 検 討,血 圧,3: 
96-106,1996.
20)三 上 洋:循 環 器 疾 患 一Stateofthearts「 高 血 圧 治 療 と
QOL」 医 学 の あ ゆ み(別 冊):431-433.1996.
21)三 上 洋,荻 原 俊 男:高 齢 者 高 血 圧 の 大 規 模 臨 床 成 績,今 月 の
治 療,4:735-741,1996.
22)三 上 洋,荻 原 俊 男:代 表 的 な 世 界 の メ ガ トラ イ ア ル ー降 圧
療 法 一,CARDIACPRACTICE,7:21-27,1996.
23)荻 原 俊 男,三 上 洋:医 療 にお け るQOLと は ない か,か らだ
の科 学,188:16-19,1996.
24)三 上 洋:高 齢 者 のQOL,か らだ の科 学,188:58-63,1996.
25)三 上 洋:〈 高 血 圧 症 へ の ア プ ロ ー チ 〉 高 血 圧 患 者 にお け る
一69一
大阪大学看護学雑誌VoL3No,1(1997)
QOLの 評価,日 本医事新報3786:1-4,1996.
26)三 上洋:8.薬 物治療b.高 齢者における循環器薬物療法 ,
臨床医,22:izzi-1224,1996.
27)上 原ます子:訪 問看護の評価に関するケースコントロール
研究 一訪問看護の受け手と訪問看護婦による比較 一,笹 川
医学医療財団看護職員研究報告,3,76-78,1995.
28)佐 々木陽,上 原ます子,堀 内成人,長 谷川恭一,清 水孝郎:15
年間にわたるインスリン非依存糖尿病(NIDDM)の 追跡
調査 一(1)糖 尿病患者の生命予後と死因の変化,糖 尿病, 
39(1),31-38,1996.
29)佐 々木陽,上 原ます子,堀 内成人,長 谷川恭一,清 水孝郎:15
年間にわたるインスリン非依存糖尿病(NIDDM)の 追跡
調査一(2)糖 尿病患者の生命予後に関連する因子,糖 尿病 
39(4),247-253,1996.
30)佐 々木陽,上 原ます子,堀 内成人,長 谷川恭一,清 水孝郎:15
年間にわたるインス リン非依存糖尿病(NIDDM)の 追跡
調査一(3)喫 煙が糖尿病患者の予後に及ぼす影響,糖 尿病 
39(7).503-509.1996.

31)上 原ます子:家 族のとらえ方 一その多様性,家 族への支援,
看護教育,37(12),965-971,1996.
32)石 井京子,上 原ます子,須 藤由香,田 内規子,野 村和子:高 齢
者への家族ケア機能指標の検討,藍 野学院紀要,10.21-28, 
1996.
2.単 行本(著 書,翻 訳本)
1)早	川和生,尾 崎フサ子:看 護独自の介入 ・広がるサイエ ン
スとアー ト,メディカ出版,1996.
2)早	川和生:多 胎出産の増加とファミリーケア,in看 護教育
編集室編 「母性看護学」,64-6&医 学書院,1996.
3)稲 本一夫,早 川和生編:医 療科学,医 歯薬出版1996.
4)早	川和生:中 毒 ・物理的原因による疾患,in稲 本一夫,折 田
義正編:臨 床医学,65-70.医 歯薬出版,1996,
5)早	川和生:序 論in早 川和生,他 編:在 宅看護論 医学書院 
1996.
6)三	上洋:ACE阻 害薬の薬理作用 と効果 「実地診療における
レニン・ア ンジオテンシン系抑制薬の手引」(荻 原俊男,國
府達郎,猿 田享男,日 和田邦男編),医 薬ジャーナル社,28-
29,1995.
7)三 上洋,荻 原俊男:ア ンジオテ ンシンII受 容体拮抗薬 「ア
ンジオテンシン皿受容体拮抗薬 一第一世代の開発 と臨床的
意義」(日 和田邦男,猿 田享男,荻 原俊男編),医 薬ジャーナ
ル社,93-105,1995.
8)荻	原俊男,三 上洋:老 年者高血圧治療 とQOL厂 老年者高血
圧の治療指針」(荻 原俊男編),先 端医学社,201-208,1996.
9)三	上洋,桧 垣實男:II.腎 臓の病気をめぐる最新の トピッ
クス4.高 血圧,「腎疾患の分子医学」(黒 川清編),羊 土
社,110-121,1996.
10)三 上洋:老 人保健 「医用放射線科学講座1,医 療科学」(稲
本一夫,早 川和生編),医 歯薬出版,93-96,1996.
11)三 上洋:高 齢者疾患の特徴と放射線検査 「医用放射線科学
講 座3,臨 床 医 学 」(稲 本 一 夫,折 田 義 正 編),医 歯 薬 出 版, 
76-80,1996.
12)三 上 洋:(1)「 非 薬 物 療 法 一ラ イ フス タ イル 改 善 」(47-
54),(2)「 利 尿 降 圧 薬 」(61-70),(3)「at遮断 薬 」
(111-118),(4)「 降 圧 薬 の 副 作 用 」(241-250),(5)「 降
圧 薬 とQOL」(257-262),(6)「降圧 薬 と コ ンプ ラ イ イ ア
ンス 」(263-268),「 高 血 圧 の 治 療 改 訂 第2版 」(荻 原 俊
男 編 著),永 井 書 店,1996.
13)三 上 洋:老 年 者 のADLとQOL「 慢性 疾 患 とQOLシ リー ズ
皿 老 年 病 とQOL」(荻 原 俊 男 編),医 薬 ジ ャ ー ナ ル 社, 
22-36,1996.
14)三 上 洋:在 宅 にお け る歯 科 診療 「看 護 教 育 新 カ リ キ ュ ラ ム
展 開 ガ イ ドブ ック,第6巻 在 宅 看 護 論 」(「 看 護 教 育 」 編
集 室 編),医 学 書 院67-70,1996.
15)三 上 洋:1)血 圧 日内 変 動 とdidde/non-dipper(112-
113),2)SHEPス タ デ ィ(114-115),「KEYWORD一循
環 器 」(荻 原 俊 男,中 川 雅 夫,日 和 田 邦 男 編),先 端 医 学 社, 
1996.
16)三 上 洋:1)α 遮 断 薬 とQOL(56-57),2)β遮 断 薬 と
QOL(102-103),「 実 地 診 療 に お け る 交 感神 経 受 容 対 遮 断
薬 の 手 引 」(猿 田亨 男,日 和 田邦 男,荻 原 俊 男,築 山 久 一 郎),
医 薬 ジ ャー ナ ル社,1996.
17)三 上 洋:ア ン ジオ テ ン シ ンIIア ナ ロ グ 「ア ン ジオ テ ンシ ン
II受 容 体 拮抗 薬 の す べ て 」(荻 原俊 男,菊 池 健 次 郎,猿 田 亨
男,日 和 田邦 男,宮 崎 瑞 夫,築 山久 一 郎),医 薬 ジ ャー ナ ル社, 
75-80,1996.
18)上 原 ます 子:在 宅 にお け る ター ミ ナ ル ケ ア ー訪 問 看 護 の役
割 と課 題 一,看 護 教 育 カ リ キ ュ ラ ム展 開 ガ イ ドブ ッ ク6一
在 宅 看 護 論 看 護 教 育 編 集 室 編,医 学 書 院71-74,1996.
3.学 会発 表(抄 録,Proceedings)
1)早	 川 和 生:看 護 基 礎 教 育 に看 護 理 論 ・看 護 診 断 導 入 の ね ら
い と課 題 日本 看 護 学 教 育 学 会 第6回 学 術 集 会,1996.
2)早	 川 和 生:多 胎 児 を 産 み 育 て る家 族 に対 す る 支 援 を考 え る,
第55回 日本 公 衆 衛 生 学 会 自 由集 会,1996.
3)早 川 和 生,他:多 胎 家 庭 のWalfareと ケ ア に 関 す る研 究,第
10回	日本 双 生 児 研 究 学 会,1996.
4)横 山美 江,早 川 和 生:双 子 ・三 つ 子 に お け る 障 害 児 の 発 生
状 況 の 検 討(第1報),第22回 日本 看 護 研 究 学 会,1996.
5)横	 山美 江,早 川 和 生:双 子 ・三 つ 子 に お け る 障 害 児 の 発 生
状 況 の 検 討(第2報),第22回 日本 看 護 研 究 学 会,1996.
6)横 山美 江,早 川 和 生,秋 山利 行,大 場康 寛:双 生 児 の 血 球 分
析 と リ ン パ球 サ ブ セ ッ トに 関 与 す る遺 伝 と環 境 要 因 の 相 対
的 強 度 の 検 討,第10回 日本双 生 児 研 究 学 会,1996. 
7)MasuoK.MikamiH,OgiharaT:Comparisonsofamelio-
ratijeeffectsbetweennifedipineandcaptoprilinhyperin-
sulunemiaandhyperlipidemiafor5-yearsmedications, 
Asian-PacificCongressonVascularDiseasePrevention. 
Singapore,March11‐15,1996. 
8)MasuoK,MikamiH,OgiharaT:Age,bodymassindex,
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blood pressure levels, sympathetic nerve activity and 
dyslipidemia are related with mechanisms of orthostatic 
hypotension, Asian-Pacific Congress on Vascular Disease 
Prevention, Singapore, March 11 — 15, 1996. 
9) Nakano N, Moriguchi A, Morishita R, Higaki J, Nagano  M. 
Kamide K, Yo Y, Yamada K, Nakamura  5, Mikami H, 
Nakamura T, Ogihara T : A novel vascular modulator, 
hepatocyte growth factor (HGF) , is associated with the 
regression of cardiac hypertrophy by chronic treatment 
in spontaneously hypertensive rats, Asian-Pacific 
Congress on Vascular Disease Prevention, Singapore, 
March 11 —  15, 1996. 
10) 	Yo Y, Moriguchi A, Higaki J, Nagano M, Nakano N, 
Kamide K, Mikami H, Ogihara  T : Effect of angiotensin II 
antagonist on the hypertensive renal damage in stroke-
prone spontaneously hypertensive rats, Asian-Pacific 
Congress on Vascular Disease Prevention, Singapore, 
March 11 — 15, 1996. 
11) Masuo K, Mikami H, Ogihara T, Tuck ML : Sympathetic 
nerve hyperactivity followed by hyperinsulinemia is relat­
ed to the onset or progression of hypertension, The 11th 
Scientific Meeting of the American Society of 
Hypertension, New York, May 15 — 18, 1996. 
12) Masuo K, Mikami H, Ogihara T, Tuck ML : Nifedipine­
retard improves reduced insulin sensitivity in both young 
and elderly hypertensive, The 11th Scientific Meeting of 
the American Society of Hypertension, New York, May 
15 — 18, 1996. 
13) 	Masuo K, Mikami H, Ogihara T, Tuck  ML : Comparisons 
of prevalence of orthostatic hypotensuon between elderly 
hypertensive patients with and without hyperlipidemia, 
The 11th Scientific Meeting of the American Society of 
Hypertension, New York, May 15 — 18, 1996. 
14) 	Masuo K, Mikami H, Ogihara T, Tuck ML : Reduced 
insulin sensitivity and impaired sympathetic nerve 
responsiveness are related to thh mechanisms of ortho­
static hypotension in elderly hypertensive patients, The 
11th Scientific Meeting of the American Society of 
Hypertension, New York, May 15 —18, 1996. 
15) Nakano N, Moriguchi A, Kamide K, Nagano M, Yo Y, 
Higaki J, Mikami H, Ogihara T : Ambilatory Blood 
Pressure and Insulin Sensitivity in Essential 
Hypertensive Patients, 7th International Congress on 
Ambulotory Monitoring, Urayasu, Japan, May 8, 1996. 
16) 	Masuo K, Mikami H, Ogihara T, Tuck  ML : Age, body 
mass index and an impaired sympathetic nerve activity 
and related with the prevalence of postprandial hypoten­
sion, The 10th International Congress of Endocrinology, 
San Francisco, CA, June 12 — 15, 1996. 
17) 	Masuo K, Mikami H, Ogihara T : Differences in mecha­
大 阪大学看護学雑誌Vol.3No.1(1997) 
nisms of orthostatic hypotension between young and 
elderly subjects, 16th Scientific Meeting of the 
International Society of Hypertension, Glasgow, U.K., June 
23 —27, 1996. 
18) 	Masuo K, Mikami H, Ogihara T : Clinical characteristics 
of non-obese, elderly hypertensive patients with orthosta­
tic hypotension, 16th Scientific Meeting of the 
International Society of Hypertension, Glasgow, U.K., June 
23 —  27, 1996. 
19) 	Masuo K, Mikami H, Ogihara T : Differences in mecha­
nisms of postprandial hypotension among elderly nor­
motensive, borderline hypertensive, isolated systolic 
hypertensive and established hypertensives, 16th 
Scientific Meeting of the International Society of 
Hypertension, Glasgow, U.K., June 23 — 27, 1996.
20) 	Masuo K, Mikami H, Ogihara T : Comparisons of amelio­
rative effects in hyperinsulinemia and hyperlipidemia in 
long-term treatment between nifedipine and captopril, 
16th Scientific Meeting of the International Society of 
Hypertension, Glasgow, U.K., June 23 — 27, 1996. 
2 ) Masuo K, Mikami H, Ogihara T : Mechanisms of reduc­
tion in frequency of orthostatic hypotension in captopril 
differ from nifedipine in elderly hypertensives, 16th 
Scientific Meeting of the International Society of 
Hypertension, Glasgow, U.K., June 23 —27, 1996. 
22) Moriguchi A, Higaki, J, Yamada K, Nagano M, Nakano N, 
Yo Y, Kamide K, Morishita R, Mikami H, Ogihara T : 
Angiotensin 11 receptor antagonist HR720 is more effec­
tive than losartan of enalapril on baroreflex sensitivity, 
16th Scientific Meeting of the International Society of 
Hypertension, Glasgow, U.K., June 23 — 27, 1996.
23) Nakamura 5, Moriguchi A, Morishita R. Nakamura Y, 
Aoki M, Kida I, Nakano N, Yamada K, Yo Y, Mikami  H : 
A normal vascular modulator, hepatopcyte growth factor 
is associated with progression of hypertension, 16th 
Scientific Meeting of the International Society of 
Hypertension, Glasgow, U.K., June 23 — 27, 1996. 
24) Nakamura S, Moriguchi A, Morishita R, Kida I, Hayashi  S, 
Aoki M, Nakano N, Yamada K, Yo Y, Mikami H, Higaki J, 
Ogihara T : Evidence for the presence of the vascular 
hepatocyte growth factor system in human blood vessel, 
16th Scientific Meeting of the International Society of 
Hypertension, Glasgow, U.K., June 23 —27, 1996. 
25) Nakano N, Moriguchi A, Morishita R, Higaki J, Yo Y, 
Yamada K, Matsumoto K, Mikami H, Ogihara T : 
Increased serum hepatocyte growth factor and decreased 
local HGF in spontaneously hypertensive rats, 16th 
Scientific Meeting of the International Society of 
Hypertension, Glasgow, U.K., June 23 — 27, 1996.
26) Moriguchi A, Higaki J, Yamada K, Nagano M, Nakano N,
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Yo, Y, Kamide k, Morishita R, Mikami H, Ogihara T : 
Angiotensin II receptor antagonist HR720 is more effecti­
je than losartan or enalapril on baroreflex sensitivity, 16th 
Scientific Meeting of the International Society of 
Hypertension, Glasgow, U.K., June 23 —27, 1996.
27) 	Nakamura S, Moriguchi A, Morishita R, Kida  I. Hayashi  S, 
Aoki M, Nakano N, Yamada K, Yo Y, Mikami H, Higaki J, 
Ogihara T : Evidence for the presence of the vascular 
hepatocyte growth factor system in human blood vessel, 
16th Scientific Meeting of the International Society of 
Hypertension, Glasgow. U.K., June 23 —27, 1996. 
28) 	Yamada K, Moriguchi A, Morishita R, Nakano N, 
Nakamura S, Mikami H, Keneda Y, Higaki J, Ogihara  T : 
Role of transcriptional CIS-element of angiotensinogen 
gene in the central regulation of blood  pressure, 16th 
Scientific Meeting of the International Society of 
Hypertension, Glasgow, U.K., June 23 — 27, 1996. 
29) 	Yamada K, Moriguchi A, Morishita R, Higaki J, Mikami H, 
Keneda Y, Urata H, Ogihara T : Transfection of humaz 
chymase gene into the rat brain elevates blood pressure 
by activation of brain angiotensin II, 16th Scientific 
Meeting of the International Society of Hypertension, 
Glasgow, U.K., June 23 — 27, 1996. 
30) 	Yo Y, Moriguchi A, Higaki J, Nagano M, Nakano N, 
Kamide K, Mikami H, Ogihara T : Angiotentin II antago­
nist, HR720 has similar potency to enalapril for the pre­
vention of hypertensive renal damage, 16th Scientific 
Meeting of the International Society of Hypertension, 
Glasgow, U.K., June 23 — 27, 1996. 
31) 	Nakano N, Moriguchi A, Morishita R, Kida I, Nakamura  S, 
Yo Y, Mikami H, Nakamura T, Higaki J, Ogihara T : 
Importance of tissue hepatocyte growth factor in the 
regression of hypertensive cardiac hypertrophy, 50th 
Annual Fall Conference and Scientific Sessions, Chicago, 
Sep 18, 1996. 
32) 	Yamada K, Moriguchi A, Morishita R, Kaneda Y, Mikami 
H, Urata H, Higaki J, Ogihara T : Effect of gene transfer 
of human angiotensin II processing enzymes into the rat 
brain of blood pressure and neuroendocrine responses, 
50th Annual Fall Conference and Scientific Sessions, 
Chicago, Sep 18, 1996. 
33) 	Yamada K, Moriguchi A, Morishita R, Kaneda Y, Mikami 
H, Urata H, Higaki J, Ogihara T : Importance of transcrip­
tional cis-element of angiotensinogen in the central regu­
lation of blood pressure, 50th Annual Fall Conference and 
Scientific Sessions, Chicago, Sep  18, 1996. 
34) 	Masuo K, Mikami H, Ogihara T, Tuck  ML : Exaggerated 
urinary sodium excretion caused by hyperinsulinemia is 
not related with stumulated dopaminergic system, 6th 
International Congress on Peripheral Dopamine, 
大阪大学看護学雑誌VoL3No.1(1997) 
Camerino.Italy,June2&July1,1996.
 
35)MasuoK.MikamiH,OgiharaT:Sympatheticnerve
 
hyperactivityfollowedbyhyperinsulinemiaisthepotent
 
determinantfactorontheonsetofhypertension,6th
 
InternationalCongressoftheEuropeanSocietyof
 
Cardiology,BirminghamUnitedKingdom.August25‐
29,1996.

36)舛 尾和子,三 上洋,荻 原俊男:固 定型高血圧症に進展する境
界型高血圧症の頻度 と特性,第60回 日本循環器学会総会 ・
学術集会,平 成8年3月21日,大 阪.
37)舛 尾和子,三 上洋,荻 原俊男:変 換酵素阻害薬,カ ルシウム
拮抗薬は老年高血圧者の起立性低血圧の頻度を減少させる,
第60回 日本循環器学会総会 ・学術集会,平 成8年3月21日,
大阪.
38)山 田和生,守 口篤,森 下竜一,桧 垣實男,青 木元邦,三 上洋,荻
原俊男,金 田安史:ア ンチセンス ーオリゴヌクレオチ ドの
中枢への導入 と血圧調節機構解明への利用,第60回 日本循
環器学会総会 ・学術集会,平 成8年3月21日,大 阪.
39)山 田和生,守 口篤,森 下竜一,桧 垣實男,青 木元邦,三 上洋,荻
原俊男,金 田安史,浦 田秀則:脳 への遺伝子導入法を用いた
血圧調節におけるヒト・キマーゼ遺伝子の機能解明,第60
回日本循環器学会総会 ・学術集会,平 成8年3月21日,大
阪.
40)山 田和生,守 口篤,森 下竜一,中 野信明,中 村成史,青 木元邦,
三上洋,桧 垣實男,荻 原俊男,金 田安史,深 水昭吉,村 上和
雄:中 枢性血圧調節における脳内アンジオテンシノーゲン
遺伝子の転写因子結合配列ACEの 機能解析,第60回 日本循
環器学会総会 ・学術集会,平 成8年3月21日,大 阪,
41)舛 尾和子,三 上洋,荻 原俊男:Nifedipine-retard長 期投与に
よるインスリン感受性低下の改善一若年高血圧者,老 年高
血圧者の比較一,第39回 日本腎臓学会学術総会,平 成8年5
月30日,倉 敷.
42)舛 尾和子,三 上洋,荻 原俊男:食 後低血圧の発現頻度への加
齢,BodyMaggIndex,血 圧値の影響,第38回 日本老年医学
会学術集会,平 成8年6月11日,千 葉.
43)中 野信明,守 口篤,桧 垣實男,神 出計,長 野正広,姚 香景,三 上
洋,荻 原俊男:老 年者における収縮期高血圧 とインスリン
抵抗性について,第38回 日本老年医学会学術集会,平 成8年
6月11日,千 葉.
44)舛 尾和子,三 上洋,荻 原俊男:イ ンスリンの利尿作用にドパ
ーミンは関与 しているか?,第69回 日本内分泌学会学術総
会,平 成8年7月3日,大 阪.
45)中 野信明,守 口篤,森 下竜一,長 野正広,姚 香景,神 出計,木 田
岩男,中 村成史,三 上洋,山 田和生,松 本邦夫,中 村敏一,桧 垣
實男,荻 原俊男:組 織レニンーアンジオテンシン系 と血管
内皮特異的増殖因子HGF(肝 細胞再生因子)と の関連,第
19回 日本高血圧学会総会,平 成8年10月3-5日,仙 台.
46)舛 尾和子,三 上洋,荻 原俊男:交 感神経活動性の尢進 と高イ
ンスリン血症の血圧上昇機序への関与,第19回 日本高血圧
学会総会,平 成8年10月3-5日,仙 台.
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47)上 原ます子,中 村裕美子,青 木菜穂子,末 永洋子,坂 下美恵子,
松尾高子:在 宅療養に移行する高齢患者へのマニュアルを
用いた看護の継続性の評価 第27回 日本看護学会地域看護, 
1996.
48)上 原ます子,多 田羅浩三:高 齢者家族のケア機能に関する
研究一入院に伴 う変化と関係要因の検討 一,第55回 日本公
衆衛生学会,1996.
49)青 木菜穂子,上 原ます子,中 村裕美子,松 尾高子,氏 家幸子:
高齢入院患者の在宅療養に向けた連携の効果,第55回 日本
公衆衛生学会,1996.
4.研 究助成
1)平 成8年 度文部省科学研究費(基 礎研究B),早 川和生(代
表):双 子老人の生活環境の比較か らみた精神老化 ・痴呆
の危険因子の研究:成 人双生児2,500組 の追跡健康調査
2)厚	生省心身障害研究 早川和生(代 表):多 胎児のケアのあ
り方に関する研究
3)三	菱財団研究助成,早 川和生(代 表):多 胎児のファミリー
ケア及び家族支援システムに関する開拓的研究
4)難 波照男記念健康づ くり研究所研 究助成,早 川和生(代
表):双 子老人の生活環境の比較からみた精神老化及び痴
呆の危険因子
5)平	成8年 度門真市母子健康事業のシステム化推進のための
調査研究,早 川和生(代 表)
6)文 部省科学研究費(一 般C),三 上洋(代 表),守 口篤:高 血
圧発症における延髄腹外側部での神経伝達物質としてのア
ミノ酸の役割の検討
7)厚 生省長寿科学総合研究事業 「高齢者の高血圧等慢性病態
に対する薬物療法の評価に関する研究」,尾前照雄班長 分
担研究:高 齢高血圧患者におけるインスリン感受性 と降圧
療法に関する研究,三上洋(代 表)
8)平 成8年 度文部省科学研究費(基 礎研究C)(継 続),上 原ま
す子(代 表):高 齢者介護による家族機能の変容過程の研
究一ケアリング機能の長期観察から一.
9)木 村看護教育振興財団研究助成 上原ます子(代 表):高 齢
者ケアにおけるマニュアルを用いた看護の質的な継続の推
進およびシステム化に関する研究.
病院看護部
1.論 文(原 著,総 説,報 告書等)
1)越	村利恵:十 土指腸幽門輪温存膵頭十二指腸切除術,消 化
器外科ナーシング,6.1996.
2)岩 崎朋之:ICUで のMRSA検 出状況,ICUとCCU,6.1996.
3)伊	藤憲子,丸 橋佐和子,山 本裕子:内 視鏡下手術を受ける患
者の術前 術中,術後のケア,臨 床看護,9.1996.
4)鎌	田政子:特 集:特 発性心筋症への療法 と予後,座 談会:
心筋症患者の看護に求められること,ハ ー トナーシング,10. 
1996.
5)山 下 園美:脳 神 経 疾 患 患 者 の 口 腔 ケ ア,ブ レイ ン ナ ー シ ン
グ,11.1996.
6)中 山秀 子,吉 田 妙:退 院 後 の ドナ ー の 健 康 認 識 と今 後 の 看
護 援 助,今 日の 移 植,9(4),1996
7)北	 村 博 美,藤 本 春 美,東 村 昌 代:バ リケ ア を用 い て の 術 後 創
の創 傷 管 理,季 刊,コ ンバ ラ ッ クNo.26.1996.
8)北	 村 博 美,藤 本 春 美:CMC系 皮 膚 保 護 剤 を用 い て の 術 後 創
傷 管 理(第2報)一 簡 略 の 試 み 一,STOMA,7(5).1996.
9)古	 田 桂 子:痛 風 患 者 の 特 性 と教 育 お よ び 看 護 の 要 点,
ClinicalNursingGuide6,内分 泌 ・代 謝 疾 患233-235, 
1996
2.学 会発表(抄 録集,Proceedings)
1)白	川優美子:重 症熱傷における体液変動 と看護診断,第45
回日本救急医学近畿地方会
2)田	中久美子:プ リセプターシップを導入 して,集 中治療学
会地方会
3)島	田里香:転 科時における看護診断名変更の原因について,
第2回 日本看護診断学会学術大会
4)圓	見千代:乳 房切除後患者のリハビリテーション指導の効
果,第17回 全国国立大学病院中国四国地区看護研究発表会
5)山	本美和:洋 式 トイレで使用する女性用採尿容器の開発,
第17回 全国国立大学病院中国四国地区看護研究発表会
6)秋	吉愛子:知 ってて得する手術器械の取扱い方法 内視鏡
手術器械編 第29回 大阪府手術室看護研究会
7)田	渕利江:急 性期における家族に対する看護の検討,第32
回日本小児循環器学会
8)岡	澤恵子:心 疾患罹患児の成長,発 達の生活について,第32
回日本小児循環器学会
9)亀	田真美:看 護学生の対人関係阿智の学年変化 と看護職に
対する認識,第22回 日本看護研究学会
10)小 寺郁子:術 後合併症によ り意識障害が遷延 した患者の看
護,日 本脳神経外科看護研究会大阪支部研究会
11)中 島寛子:看 護診断 「組織循環の変調:脳 」に関する妥当
性の調査 と検討,日 本脳神経外科看護研究会大阪支部研究
会
12)山 下園美:当 救急部における看護体制の検討,第23回 日本
救急医学会総会
13)佐 藤政枝:患 者保温用 ドレープの比較検討,第30回 大阪府
手術室看護研究会
14)小 関真紀:老 人保健施設入所者の生活適応のタイブ 第27
回日本看護学会成人看護211分 科会
15)泉 玲子:UCLAの 移植医療を体験 して,第13回 近畿肝移植
検討会
6)岩	崎朋之:UCLAで の臓器移植を体験 して,第13回 近畿肝
移植検討会17)小 松谷美佐:退 院後のドナーの健康認識と
今後の看護援助,第30回 日本腎移植臨床研究会
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3.院 内看護研究発表
1)平	石多美子(小 児科):小 児科病棟における 「児の社会性の
成長 ・発達」について,1996.Lll.
2)豊	田みゆき(腫 瘍内科):慢 性疲労症候群患者の発症前ス

トレスならびに性格 ・行動特性に関する調査,1996.1.11.

3)佃	 順子(外 来):外 来における看護業務の現状と問題点,
 
1996.2.8.

4)待	鳥容子(材 料部):回 収 時ACカ ー トの汚染 度調査,
 
1996.2.8.

5)河	野万理子(特 殊診断治療部):粉 塵数測定により骨髄移

植患者の個室隔離の緩和を考える,1996.6.13.

6)島	田里香(脳 神経外科):転 科時における看護診断名変更

の原因について,1996.6.13.

7)西	川桃代(第1内 科):内 科的治療をうけたDCM患 者の精

神的看護の一考察1996.7.11.

8)武	智久恵(特 殊救急部):ロ ーリングベッド使用時の体圧
の変化と心理面についての検討,...:
9)前	田明子(手 術部):当 院手術室看護婦の職務満足に関す

るアンケー ト調査による一考察,...:

10)竹 村典子(第4内 科):予 後不良の神経難病患者に対する援

助のあ り方 一生 きる意欲を持つ為のサポー トー1996.9.12.

11)池 上景子(放 射線科):セ レク トロン治療(子 宮内照射)

12)生 島真奈(第3内 科):排 尿時におけるポータブル トイレ

13)佐 田浩子(整 形外科):人 工股間節全置換術の術前オリエ

における苦痛の緩和を考える,1996.9.12.

の消音の工夫,1996.10.15.

ンテーションにVTRを 導入 して,1996 .10.15.

14)松 本晴美(第1外 科):病 棟の音環境を考える,1996.11.14.

15)木 村澄子(第2外 科):食 道癌手術患者の入院から退院ま

での心理状況の変化 と看護援助,1996.11.14.

16)安 村あずさ(精 神科神経科):服 薬自己管理のプログラム

17)油 井麻里(分 娩育児部):自 律哺乳,時 間哺乳を実施して母

18)渡 口元子(第2内 科):糖 尿病患者の自己管理状況から見

作成を試みて一事例を通 して一,1996.12.12.

乳栄養に対する意識づけができるか,1996.12.12.

た破綻要因の検討,1996,12.12.

19)平 尾幸美(腫 瘍外科):術 後長期 ドレナージを必要 とする

患者のQOLを 考える一HAMA持 続吸引を必要とした患者

においての検討一,1996.6.13.

20)吉	田妙(泌 尿器科):退 院後の ドナーの健康認識 と今後の
看護援助 一アンケー ト調査(第1報)一.1996.10,15.
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